
平成30年度市政懇談会の主な質疑内容（⿅折地区） 
⿅折⼩付近に市で積み上げた⼟のう
によって、⼤⾬時、排⽔が悪くなり線
路の⻄側に浸⽔被害が発⽣した。対策
を考えてほしい。 

市⻑︓ 
現地⽴会いを⾏い、調査し対応していきます。 

⼤島⼤橋開通に伴う渋滞が⼼配。今は
⿂町海岸線が通れないため渋滞して
いるので、⿅折内の道路を改善しても
変わらないと思う。 

⼟⽊課⻑︓ 
⿂町海岸線は今年度末に⼯事を完成し開放予定で
す。それに加え、警察と信号調整など対策をしてい
きます。

まっすぐな道路で信号機が無いため、
⾞がスピードを出していて危険。わき
道からの合流もできない。信号を増や
せないのか。 

⼟地区画整理室⻑︓ 
現在、警察と協議した結果で、信号機や交通標識を
設置しています。しかし交通量が多い道は危険なの
で、さらに警察へ検討してもらうよう伝えます。 
市⻑︓ 
警察の設置ルールもあると思うが、⾼齢者が多いこ
となどを踏まえて検討していきます。 

安波⼭に続く三坂を⾶ばす⾞が多い。
三坂は通学路であり、⽞関が道路に⾯
している家もあるので怖い思いをし
ている。復興記念公園の⼯事も始まる
と⼯事⾞両や観光バスの往来が始ま
る、ぜひ安全対策を。

⼟⽊課⻑︓ 
三坂は現在、待避所の整備や電柱移設など調査して
います。⼯事⾞両の通⾏は通学時間などを避けるよ
う配慮します。 

⼤島⼤橋開通する際、周辺道路の危険
な個所を⾒て回り、対処しているかチ
ェックしようと考えている。その前に
市の⽅でもチェックし、県に安全確保
についてお願いしてほしい。 

三陸道・⼤島架橋・唐桑最短道整備促進課⻑︓ 
調査をしながら県に伝えていきます。 

宮城⼤学の⽔産学部を誘致できない
か。⽔産や加⼯を学ぶ最適な場所と考
える。学⽣が増えると活気づくと思
う。 

市⻑︓ 
⽔産学部の誘致は反対です。理由は市内の⾼校⽣に
聞いても⽔産が最も⼈気が無いからです。全国の⽔
産系の学部も学⽣が集まらず、名称を変えている現
状があります。市では、⽔産に注⼒しても結果が得
られないと考えたため、市内に東京海洋⼤学のサテ
ライトキャンパスがあります。⼀⽅でより⼿近で良
い結果が得られる調理師学校を平成 32 年に開校す
る準備をしています。 



東海岸振興計画の策定には「市として
協⼒する。」とあるが、何か策はある
のか。 

震災復興・企画課⻑︓ 
現在、東海岸振興計画に代わるものはありません。
地域の⽅から⾃分の地域をこうしたい、という考え
が出てきているので、そこに市も加わり⼀緒に考え
ていきたい。 
市⻑︓ 
浪板造船所跡地は対応中です。加⼯に必要な⽔があ
るので、⿅折に⽔産加⼯場が戻ってきています。旧
浦島⼩学校はその活⽤策を公募したところ、サイク
ルツーリズムの拠点にしたいと案が上がっていま
す。その熱意を応援していきます。 

⼤島振興推進会議は⽴ち上がってい
るのに、東海岸振興計画がなかなか⽴
ち上がらない。地域住⺠主体という
が、私たちは⽇本ボランティアセンタ
ーの協⼒のもと、全国から来た⽅々に
わかめ刈り体験など、すでにいろいろ
活動しているが、今はセンターの協⼒
が無くなった。計画の⼒になってほし
い。 

市⻑︓ 
事務局的な役割を果たせる団体を紹介するとか、ま
た、⿅折地区には地域⽀援員がおり、事務局をつけ
ている形である。それから、地域おこし協⼒隊とい
う制度もあり、国でも地⽅を何とかしようというこ
とで制度もできてきているので相談してほしい。 

半世紀前、⿅折の中⼼地を⽥んぼから
街並みに仕上げた時の記念碑が被災
し、現在、地域で設置場所を話し合っ
ていますが、ぜひ⿅折公⺠館など、み
なさんの⽬が触れるところに設置し
てほしい。 

⼟地区画整理室⻑︓ 
⿅折公⺠館敷地内との案を地元の皆さんに検討い
ただきましたが、折り合いがつきませんでした。そ
こで、⿅折唐桑駅の転回ロータリー付近の緑地では
いかがと考えています。 

⿅折川上流の砂防ダムが埋まり、⼟砂
が流れて被害が出ています。点検や対
応をお願いします。 

⼟⽊課⻑︓ 
担当は県になりますが、定期的にパトロールしてい
ると聞いています。⾬などで堆積した場合は、連絡
いただければ現地対応します。 

 


